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要 約

乳牛における子宮捻転の病態と母体予後との関係を明らかにするため，乳牛 139例の子宮捻転を対象に調査を行っ
た．子宮捻転の病態を産次数，捻転度数及び捻転方向に分類し，各々の母体予後を比較すると同時に，捻転整復方法の
違いによる母体の予後との関係も比較した．この結果，未経産牛と比較して経産牛で死亡率が高い傾向が明らかとなり，
死亡牛の方が治癒牛と比較して有意に産次数が高かった．さらに捻転度数が 360°以上で有意に死亡率は高くなり，捻
転方向や整復方法では死亡率に有意差は認められなかった．─キーワード：乳牛，母体，産次数，予後，子宮捻転．
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